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今
定
例
会
で
は
、
令
和
８
年

度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

公
営
企
業
会
計
の
予
算
を
可
決

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
３
年
連
続

で
過
去
最
大
規
模
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
、

０
・
６
％
増
加
の
１
０
６
５
億

８
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
の
根
幹
で
あ
る
市
税
で
は
、

は
じ
め
て
５
０
０
億
円
を
超
え

る
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
９
９

０
億
３
５
２
０
万
円
、
公
営
企

業
会
計
予
算
が
３
６
２
億
５
７

０
０
万
円
、
全
会
計
の
総
額
は

２
４
１
８
億
７
２
２
０
万
円
と

な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
し
て
、
43
億
７
８
６
０
万
円
、

１
・
８
％
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

８
年
度
の
財
政
は
、
賃
金
上

昇
に
伴
う
個
人
所
得
の
増
加

や
、
企
業
の
積
極
的
な
設
備
投

資
、
個
人
消
費
の
活
性
化
な
ど

に
よ
り
、
市
税
を
中
心
と
す
る

一
般
財
源
総
額
は
一
定
程
度
の

増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
一

方
で
、
社
会
保
障
関
係
費
や
人

事
院
勧
告
へ
の
対
応
に
伴
う
人

件
費
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施

設
の
維
持
補
修
費
な
ど
の
増
加

に
加
え
、
社
会
の
変
化
に
対
応

す
る
更
な
る
行
政
需
要
も
引
き

続
き
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

８
年
度
は
「
平
塚
市
総
合
計

画
～
ひ
ら
つ
か
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

～
の
更
な
る
推
進
」
と
「
直
面

す
る
行
政
課
題
へ
の
対
応
」、

「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」
の
３
つ
の
柱
を
基
本
方

針
と
し
て
定
め
、
予
算
を
編
成

し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
平
塚

駅
周
辺
地
区
の
活
性
化
に
向
け

て
「
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来
構

想
」
を
着
実
に
推
進
し
、
12
月

に
は
多
く
の
利
用
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
「
ひ
ら
つ
か
駅
の

図
書
室
」
が
中
央
図
書
館
分
館

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
９
年
１
月
か
ら
休
館

す
る
美
術
館
の
代
替
施
設
と
し

て
ホ
ー
ル
利
用
が
可
能
に
な
る

な
ど
「
平
塚
駅
周
辺
地
区
を
み

ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
に
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
市
民

が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
で
、
お
気
に
入
り
の
空
間
や

体
験
、
に
ぎ
わ
い
、
と
き
め
き

を
生
む
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

◆�

平
塚
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
を
可
決

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
ま
た
は

同
居
者
以
外
の
者
に
対
し
て
駐

車
場
を
使
用
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
必
要
な
規
定
を
整
備
す

る
た
め
の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

質
疑
で
は
、
条
例
の
改
正
に

至
っ
た
経
緯
や
対
象
と
な
る
市

営
住
宅
、
台
数
な
ど
に
つ
い
て

問
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
可
決

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納

付
金
に
係
る
課
税
額
並
び
に
そ

の
所
得
割
額
及
び
税
率
に
つ
い

て
規
定
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率

を
改
定
す
る
た
め
の
条
例
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
国
は
当
初
、
市

民
負
担
は
な
い
と
し
て
い
た

が
、
市
民
負
担
が
増
え
た
理
由

な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
渋
田
川
の
夜
桜
」

�

（
撮
影
日　

令
和
８
年
４
月
３
日
）

　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
８
年
２
月
16
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で
、
30
日

間
の
会
期
で
３
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長

提
出
議
案
と
し
て
、
令
和
８
年
度
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
25

案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〈〈〈予算特別委員会での審査概要は７面に

　今定例会で提出された令和８年度予算について、総
合計画に掲げる４つの重点戦略に関連する取り組みの
中から主な事業を紹介します。

主な事業を紹介令和８年度
当 初 予 算

●児童福祉庶務事業（4116万円）
　…�子育て世代が簡単かつ素早く情報を得ることがで
きる子育てに関するポータルサイトを構築

●校内教育支援センター支援員派遣事業（283万円）
　…�福祉と連携して不登校をはじめとした課題のある
生徒への相談支援を行う「あったか支援員」の派遣

●社会参加・交流促進事業（1299万円）
　…�視覚障がい者遠隔支援サービスの導入
●一般介護予防事業（2338万円）
　…�オーラルフレイル予防の意識向上のため、普及啓
発活動を拡充

●ふるさと寄附金事業（1億5295万円）
　…�中間事業者を見直し、寄附金額の増加を目指すと
ともに、返礼品の開発による市内産業の育成やＰ
Ｒにつなげる

●地震・津波防災対策事業（1億1926万円）
　…�避難所におけるマンホールトイレの整備
●消防指令センター運営事業（7500万円）
　…�消防指令システム及び消防救急デジタル無線設備
を更新

子どもを育む環境づくり子どもを育む環境づくり 高齢者の想いに寄り添う環境づくり高齢者の想いに寄り添う環境づくり

活気あふれる産業づくり活気あふれる産業づくり
安心・安全で快適なまちづくり安心・安全で快適なまちづくり

主 な 内 容
代表質問・総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・4
　数田俊樹　諸伏清児　須藤量久
　黒部栄三
公明ひらつか� 2・5
　石田美雪　五十嵐豊　秋澤雅久
湘南フォーラム絆� 3・5
　久保田聡　府川正明　山原栄一
しらさぎ・無所属クラブ� 3・6
　江口ともこ　はた文昭
日本共産党平塚市議会議員団� 6
　髙山和義
無所属� 7
　小泉春雄　佐藤由美子
常任委員会の審査概要� 6面
審議の結果� 8面

令
和
８
年
度
当
初
予
算

「
あ
っ
た
か
予
算
２
０
２
６
」
を
可
決

令和８年３月 市議会定例会

【委 員 長】
黒部　栄三（写真）
【副委員長】
石田　美雪

　令和８年３月定例会におけ
る予算審査については、予算
特別委員会へ付託し、その中
に「総務経済」、「都市建設」、
「教育民生」、「環境厚生」の
４つの分科会を設置して審査
を行いました。
※審査概要は、7面でお伝え
します。

予算特別委員会を設置


